
後序
2005年6月24日、吉田城先生が逝去されました。先生は20年以上の長きにわ

たって京都大学文学部で教鞭をとられ、フランス文学の教育・研究活動の中心
的な役割を果たされました。吉田先生のもとで学び、研究する幸運に恵まれた
ものにとって、先生の存在が他の何物にも代え難い重みを持ったものであった
ことは改めて強調するまでもありません。教室や研究室、喫茶店やレストラン
でお話を拝聴し、議論をし、談笑をして時を過ごす喜びは永久に失われてしま
いました。何の前触れもないままに、身体の中心に途方も無く大きな穴をあけ
られたかのような戸惑いと空虚、深い悲しみと痛みとは、ご逝去から一年が経
とうとする今日でもなお、消えることがありません。

この度、一周忌を迎えるにあたり、先生を慕い偲ぶために追悼文集を刊行す
る運びとなりました。『仏文研究』特別号として立ち上げられたこの企画には、

日本国内のみならず、海外からも数多くご寄稿いただくことができました。こ
こに収録された様々な研究論文や、想い出の文章を通して、先生が残された業
績の大きさを改めて強く感じるとともに、研究者・教育者としての開かれたお
人柄や厳しさ、あるいはどこまでも聡明で洒脱な、温かい同僚・友人としての
お姿を憶うことができるように思います。

この追悼文集を先生の御霊前に捧げさせていただくとともに、本文集の刊行
にご賛同くださり、完成までのあいだ惜しみないご協力をいただいた全ての
方々に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

京都大学フランス語学フランス文学研究会
2005年度運営委員長　伊藤玄吾
追悼特別号編集責任　小黒昌文

Le　24　ju血2005　disparaissait　Jo　Yoshida．　Les　deux　d6cennies　qu’冠apass6es

au　D6partement　de　langue　et　litt6rature　frangaises　de　notre　Ur亘versit6，　d’abord

co㎜e　professeur，　puis　a　la　t6te　de　cette　petite　co㎜unaut6，0nt　profond6ment

marqu6　des　g6n6rations　d’6tudiants　et　de　col壱gues．　Un　an　apr6s　cet　6v6nement

cruel，　nous　avons　voulu　exprimer　notre　deu丑en　lui　61evant　ce　tombeau　Htt6raire

et　acad6rnique：les　contributions　que　nous　avons　recueiUies　un　peu　partout　dans

le　monde　restitueront　dans　toute　son　tntensit6　son　rayonnement　et　son　charisme

exceptionnels．　L’alternance，　dans　cet　ouvrage，　d’articles　scientifiques　qui

prolongent　le　smage　f6cond　de　ses　recherches，　et　d’6vocations　personneles　dつun

compagnonnage　h㎜a血et血telectuel，　tisse　le　portrait　le　plus　sensible　et　le　plus

fid色le　de　ce　qu’且fut　pour　nous　tous．　Que　tous　ceux　qui　ont　apport61eur　Pierre　a

ce　tombeau　et　qui　ont　jalom6　son　parcours　d’humaniste，　anciens　professeurs

rayant　form6，　anciens　condisciples，　anciens　co11ξ｝gues　et　anciens　6tudiants，

soient　vivement　remerci6s　de　cette　bele　et　noble　action．

Pour　la　Soci6t歪des　6tudes　de　la㎎ue　et　htt芭rature　frangaises

de　l’Universit6　de　Kyoto

Ge㎎o　ITO　et　MasafUmi　OGURO
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